成人脳性まひ者のキャリア継続に向けた意思表明支援の可能性－職務困難場面および援助要請行動に着目して－ by 丹野 傑史
１．はじめに
　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する































Possibility on Support of Decision Making for Career Continuity of an Adult with











































































































































　Table 2 に示したとおり、13 の職務困難場面
が析出されたが、1 年目にほとんどの困難（10 件, 
77. 0％）発生しており、2 年目は 1 件、3 年目は 2
件析出された。ただし、1 年目に発生した 10 件の
課題のうち、具体的な支援が展開されているのは
No. 1 と 2 の 2 つだけであった。また、13 の困難
場面について困難の分類を試みたところ、c）職務
































































































解消法第 7 条第 2 項により、合理的配慮の提供は
義務となっている。本調査は、A氏本人を対象と

























































































気になる」（No. 13）の 2 つが分類された。いずれ
の困難についても、単独で発生していると言うよ























先行研究の結果もあるが（辰巳・峰松, 1994; 関谷, 
























































































































１） 図 と 地 の 弁 別:図 地 の 関 係（figure-background 


















































社会科学編』4（2）, 2012, pp. 137- 143.
Fichten,C.S., Lennox,H., Robillard,K., Wright,J., 
Sabourin,S., & Amsel,R. “Attentional Focus and 
Attitudes Toward Peers with Disabilities: Self 
Focusing and A Comparison of Modeling and 
self-Disclosure”Journal of Applied Rehabilitation 
Counseling Vol. 27, No. 4, 1996, pp. 30- 39.
Figueiredo,P.R.P. ,  Si lva ,P .L . ,  Avelar ,B.S . ,  da 
Fonseca,S.T., Bootsma,R.J., & Mancini,M.C.“Upper 
limb performance and the structuring of joint 
movement in teenagers with cerebral palsy: 
the reciprocal role of task demands and action 
capabilities”Experimental Brain Research Vol. 233, 








2012, pp. 98- 100.
石原保志「卒業生調査にみる本学におけるキャリア教
育への示唆」『筑波技術大学テクノレポート』18（2）, 
2011, pp. 83- 87.
川間健之介「肢体不自由の心理特性」安藤隆男・藤田
継道編著『よくわかる肢体不自由教育』ミネルヴァ




ジアース教育新社, 2011, pp. 112- 115.
万歳登茂子・前田勝彦「脳性麻痺二次障害の現状と課
題－医療面を中心とした実態調査報告から－」『愛
知医療学院短期大学紀要』4, 2013, pp. 1- 6.
水野映子「聴覚障害者が働く職場でのコミュニケー
ションの問題－聴覚障害者・健聴者に対するアン
ケート調査をもとに－」『Life Design Report』210, 












































1967, pp. 39- 63.
中村雅彦「自己開示の対人魅力に及ぼす効果 （2）－開
示内容の望ましさの要因に関する検討－」『実験社









2018, pp. 6- 8.
関谷博之「脳性麻痺者の加齢に伴う二次障害の予防と






『看護教育』59（10）, 2018, pp. 858- 872.
田中真理「教育における合理的配慮のニーズと課題」
『教育と医学』785, 2018, pp. 12- 19.
丹野雅彦・岩崎光茂・大城みわ子・神祐道・和田誠之「成
人脳性まひの愁訴, 能力低下について」『総合リハビ
リテーション』27（10）, 1999, pp. 967- 972.
辰巳三代子・峰松博文「脳性まひと加齢－身体的・社
会的・QOL側面－（老化と作業療法）」『作業療法
ジャーナル』28（4）, 1994, pp. 276- 281.
多和田忍・万歳登茂子・小川鉄男「成人アテトーゼ型
脳性麻痺の頸椎MRI所見と生活環境の検討」『総合
リハビリテーション』23, 1995, pp. 31- 35.
冨田朝未・相羽大輔・河内清彦「全盲学生に対する対
人魅力に及ぼす障害開示条件の効果」『障害科学研
究』34, 2010, pp. 33- 43.
山下皓三・斎藤秀元「脳性まひ児における学習レディ
ネスの阻害と矯正」橋本重治編『肢体不自由教育概
説』金子書房, 1973, pp. 107- 135.
— 11 —
長野大学地域共生福祉論集　第 13 号　2019
